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携帯でホームページが見られます。

■
 発
　
行
／
苓
北
町
役
場
　
〒
863-2503 熊

本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
660番

地
　
 ☎
0969-35-1111 　

 0969-35-2454 
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://reihoku-kum

am
oto.jp/

■
 発
行
日
／
平
成
27年

7月
21日

　
　
■
 編
集
／
総
務
課
　
　
■
 印
刷
／
㈱
印
刷
セ
ン
タ
ー

町
の
動
き
（
平
成
27年

6月
末
日
現
在
）

世
帯
数
 3,223戸（

－
８
）

　
　
女
 4,143人（

＋
２
）
男
 3,625人（

－
６
）

計
 7,768人（

－
４
）

編
集
後
記

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
―
法
務
省
人

権
啓
発
地
方
委
託
事
業
を
活
用
し
、
本
年
も

人
権
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

８
月
22
日（
土
）午
後
７
時
開
会

▼
と
こ
ろ

　

志
岐
集
会
所

▼
講　

師

　

大
胡
田　

誠
さ
ん（
弁
護
士
）

▼
演　

題

　

全
盲
弁
護
士
の
夢
の
叶
え
方

　

〜
「
だ
か
ら
無
理
」
よ
り
「
じ
ゃ
あ
ど
う

す
る
」
の
方
が
お
も
し
ろ
い
！

※
小
学
生
以
下
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
こ
こ
半
年
く
ら
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

書
い
て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
走
っ
た

日
、
時
間
、
距
離
、
コ
ー
ス
―
な
ど
、
記
録

に
近
い
も
の
で
す
▼
暑
い
季
節
に
な
る
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
も
効
率
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
夏
場
の
日
差
し
に
耐
え
て
走
っ
て
も
体

力
ア
ッ
プ
は
せ
ず
、
む
し
ろ
ダ
メ
ー
ジ
ば
か

り
残
る
か
ら
で
す
▼
理
想
は
朝
夕
の
涼
し
い

時
間
帯
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
な
か

な
か
理
想
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
―
笑
。
か

と
い
っ
て
間
を
空
け
る
と
せ
っ
か
く
の
今
ま

で
の
蓄
積
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め

て
ノ
ー
ト
を
見
て
み
る
と
、
休
日
の
昼
間
に

し
か
走
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
▼

本
格
的
に
夏
を
む
か
え
ま
し
た
。
反
射
タ
ス

キ
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
夜
に
挑
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
溝
上
基
）

「
苓
北
町
人
権
学
習
会
」を
開
催
し
ま
す

の電源は入れて
おきましょう！

告知
端末
告知端末が聞こえないときは連絡を

総務課　☎３５－１１１１

－略歴－
1977年静岡県生まれ。先天性緑内障により12
歳で失明する。
筑波大学付属盲学校の中学部・高等部を卒業
後、慶應義塾大学法学部を経て、慶應義塾大学
大学院法務研究科（法科大学院）へと進む。
8年に及ぶ苦学の末に、2006年、5回目のチャ
レンジで司法試験に合格。
全盲で司法試験に合格した日本で3人目の弁護
士になった。
2007年から渋谷シビック法律事務所に在籍
し、2013年からは弁護士法人つくし総合法律
事務所に在籍。
一般民事事件や企業法務、家事事件のほか、障
害者の人権問題にも精力的に取り組んでいる。

苓
北
町
人
権
学
習
会

全
盲
弁
護
士
の
夢
の
叶
え
方

〜「
だ
か
ら
無
理
」よ
り「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
」の

方
が
お
も
し
ろ
い
！

講
師
　
大
胡
田
　
誠
さ
ん（
弁
護
士
）

お
お
ご
だ

ま
こ
と

家庭では、やんちゃ盛りの２児の父親。趣味は
マラソンで、これまでにフルマラソンを６回完走。

グラウンド・ゴルフ
　スポーツで健康づくり～いつでもどこでもだれでも～

便利です。巡回バス

苓北町歴史資料館
　29日開館。富岡城跡に復元した二の丸長屋
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関
西
圏
在
住
の
苓
北
町
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る
関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会
（
石
田
孝
也
会

長
）
の
第
24
回
総
会
・
懇
親
会
は
６
月
21
日

に
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
苓
北

町
か
ら
田
嶋
町
長
、
山
本
町
議
会
議
長
を
含

め
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
６
月
11
日
に
発
生
し
た
大
雨
災

害
に
対
す
る
出
席
者
か
ら
の
見
舞
金
が
、
石

田
会
長
か
ら
田
嶋
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
に
は
会
員
、
来
賓
な
ど
を
含
め
約
１

７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
石
田
会
長
か
ら
は
、
去
る
６
月
11
日

の
大
雨
災
害
に
対
す
る
お
見
舞
が
あ
り
、
二

部
の
懇
親
会
の
席
上
で
は
、
大
雨
災
害
に
対

す
る
見
舞
金
を
募
り
、
出
席
者
か
ら
の
浄
財

を
石
田
会
長
か
ら
田
嶋
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
長
・
議
長
あ
い
さ
つ
で
は
苓
北
の
近
況

が
紹
介
さ
れ
、
地
元
苓
北
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
は
会
長
の
交
代
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
13
年
間
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
石
田

会
長
が
今
季
限
り
で
勇
退
。
後
任
と
し
て
、

坂
瀬
川
出
身
の
山
﨑
信
親
新
会
長
が
紹
介
さ

れ
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
地
区

ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
し
な
が
ら
懇

親
・
懇
談
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
福
引
き
大

会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
大
道
芸
、
民
舞
―
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
本
総
会
に
併
せ
て
開
催

の
、
昭
和
36
年
度
坂
瀬
川
中
学
校
卒
業
の
同

窓
会
に
苓
北
か
ら
の
出
席
者
も
あ
り
、
会
場

は
再
会
と
思
い
出
話
で
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
関
西
在
住
の
出
郷
者
の
輪
が
広
が

り
、
苓
北
町
と
の
交
流
が
深
ま
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

■
地
域
間
交
流
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
３
―
２
５
０
３

　

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
６
６
０

　

苓
北
町
役
場

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
浦
﨑

　

☎
０
９
６
９
―
35
―
１
１
１
１（
２
１
２
）

　

○町
39
―
０
０
０
４

御　

礼

　

６
月
11
日
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の

温
か
い
お
気
持
ち
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

第
24
回
関
西
ふ
る
さ
と
苓
北
会

総
会・懇
親
会

地域間交流

再会と思い出話で盛りあがる

大
雨
災
害
へ
見
舞
金

（写真提供＝関西ふるさと栖本会事務局長、溝口房雄さん）
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平
成
27
年
４
月
か
ら
運
行
中

　

町
で
は
、
交
通
対
策
の
一
環
で
町
内
全
域

を
巡
回
す
る
バ
ス
を
本
年
４
月
か
ら
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
１
日
に
６
便
あ
り
、
１
・
６
便
は

朝
夕
に
、
▽
役
場
▽
下
田
▽
富
岡
港
▽
役
場

―
を
主
な
ル
ー
ト
と
し
て
運
行
。

　

２
〜
５
便
は
、
▽
坂
瀬
川
方
面
▽
富
岡
方

面
▽
都
呂
々
方
面
―
へ
そ
れ
ぞ
れ
週
に
４
回

程
度
運
行
し
、
い
ず
れ
も
温
泉
セ
ン
タ
ー

「
麟
泉
の
湯
」
を
通
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

バ
ス
の
利
用
料
は
無
料

　　

バ
ス
の
利
用
用
は
無
料
で
す
。

　

運
行
表
は
本
年
３
月
に
全
戸
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

運
行
ル
ー
ト
上
の
、
記
載
の
な
い
場
所
で

の
乗
り
降
り
も
で
き
ま
す
が
、
バ
ス
が
安
全

に
停
車
で
き
る
場
所
に
限
り
ま
す
。

　

「
麟
泉
の
湯
」
で
は
、
農
産
物
の
販
売
な

ど
も
あ
り
、
買
い
物
を
兼
ね
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

交通対策

苓北町巡回バス

便
利
で
す
。
巡
回
バ
ス

＝利用者の声＝
　金子スミ子さん（写真＝坂瀬川鶴在住、９０歳）
に話を聞きました。

－いつもバスば使わすとですか
「はい。週に２回、天気んよかときにですね。月曜
日と金曜日利用しとります」
－いつもどこから乗らすとですか
「わたしゃ鶴ですもん。温泉にきたかけんですな」
－朝（１０時）いって昼（１４時前）戻らせばゆっく
りできらすですか
「はい。おかげで２回お世話になっとります」（風
呂に２回入られるとのこと。）
－バスは便利ん良かですか
「はい。（毎週の）温泉が楽しみですもん」
－何か要望はありますか
「ちょっと先まで迂回してくれらっせばありがたか
ですな」（乗り降りする鶴公民館から自宅まで約
３００ｍあるとのこと。公民館までは家族の送迎）

　町では、本年４月に巡回バスの運行を開始しまし
た。運行ルートの見直しなど、利用者の皆さんから
のご意見・ご要望は今後、状況を見ながら判断して
いきたいと考えています。
　まずはたくさんの人に「苓北町巡回バス」を知っ
てもらい、利用してもらうことで、いきいきと暮ら
せる町づくりを進めていきます。

　巡回バス運行についてのご意見・ご要望は
企画政策課までお願いします。

■担当課
　企画政策課　担当／宮﨑
　☎○内２１２　○町３９－０００４
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
歴
史

　

昭
和
57
年
に
鳥
取
県
東
伯
郡
泊
村
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
泊

村
教
育
委
員
会
が
中
心
に
な
り
考
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
度
な
技
術
を
必
要
と
せ
ず
、
し
か
も
全

力
を
出
す
場
面
と
、
集
中
力
や
調
整
力
を
発

揮
す
る
場
面
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
て
お

り
、
ル
ー
ル
も
ご
く
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
初

心
者
で
も
す
ぐ
に
取
り
組
め
ま
す
。

プ
レ
ー
方
法

　

専
用
の
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
ホ
ー
ル
ポ
ス

ト
、
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
ゴ
ル

フ
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、
ホ

ー
ル
ポ
ス
ト
に
ホ
ー
ル
イ
ン
す
る
ま
で
の
打

数
を
数
え
ま
す
。

　

場
所
に
よ
っ
て
距
離
や
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の

数
を
自
由
に
設
定
で
き
、
ル
ー
ル
も
簡
単
な

た
め
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
手
軽
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、

自
分
の
各
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
か
ら
３
打
を

マ
イ
ナ
ス
す
る
と
い
う
特
典
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
励
み
と
意
欲
を
高
め

る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
達
成
し
た
と

き
の
喜
び
も
倍
増
で
す
。

ど
こ
で
も
で
き
る

　

プ
レ
ー
す
る
人
の
目
的
や
環
境
に
応
じ

て
、
運
動
場
、
河
川
敷
、
公
園
、
庭
な
ど
ど

こ
で
も
、
自
由
に
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

準
備
は
簡
単

　

ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
穴
を
掘
る
必
要
が
な

く
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
立
て
る
だ
け
で
準
備

は
完
了
で
す
。

ル
ー
ル
も
簡
単

　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
て
、
ル
ー
ル
が
き

わ
め
て
簡
単
で
、
一
度
プ
レ
ー
す
れ
ば
覚
え

ら
れ
ま
す
。

審
判
は
あ
な
た
自
身

　

ゲ
ー
ム
中
の
審
判
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
が

行
い
ま
す
。
判
定
が
困
難
な
場
合
に
は
、
同

伴
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
同
意
を
求
め
ま
す
。
協
力

し
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

苓
北
町
で
も
盛
ん

　

苓
北
町
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
と

て
も
盛
ん
で
す
。
協
会
（
道
田
俊
久
会
長
）

会
員
の
ほ
か
、
町
内
各
地
区
で
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
競
技
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

職
場
や
学
校
な
ど
で
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
多
く
の
人
が
競
技
し
た
経
験
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
専
用
用
具
を
保
有
し
て
お
り
、
無

料
で
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
コ
ミ
セ

ン
）。
天
然
芝
の
フ
カ
フ
カ
の
緑
の
上
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
坂
瀬
川
地

区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、要
予
約
＝
コ
ミ
セ
ン
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
健
康
づ
く
り
―

　
あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報れいほく ２０１５ ７月号

＝インタビュー＝
－グラウンド・ゴルフをはじめて何年ですか
「もう、１８年になります。定年を機に苓北へ帰ってきて、お
じのススメではじめました」
－魅力は何ですか
「やっぱり健康づくりですね。はじめる前はウォーキングを
していましたが、グラウンド・ゴルフで５ゲームやると約
３㌔は歩きます。それと個人の責任で自分のペースででき
ること。ホールインワンの一瞬の緊張も魅力だと思います」

－現在、町ではどのくらいの人がプレーされていますか
「会員数は約１３０人。町には約４００人はいらっしゃるんじゃ
ないでしょうか」
－いつもはどこでプレーしていますか
「坂瀬川や発電所がほとんどです。今、ほとんどの大会は芝
で行われるので、芝のグラウンドがある苓北は恵まれてい
ると思います」
－今後の目標は
「身体のつづく限りグラウンド・ゴルフを続けていきたいで
す」
　道田さんは今までの活躍が認められ、９月に和歌山で開催
される国体の県代表に天草から唯一選出され出場する。
※国体での同競技開催は初めて（公開競技）。

広報れいほく ２０１５ ７月号

スポーツで健康づくり

いつでもどこでもだれでも

町のスペシャリスト

道田俊久さん
（富岡新町在住、７９歳）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

（出典＝日本グラウンド・ゴルフ協会）

入会などの問い合わせは下記まで
■苓北町グラウンド・ゴルフ協会
　道田　☎３５－００７２
　丸井　☎３６－０８１５

みち だ としひさ
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下
水
道
は
貴
重
な
財
産

 

下
水
道
は
、
自
然
や
生
活
環
境
を
良
く
す

る
町
民
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

最
近
、
下
水
道
に
タ
オ
ル
や
布
状
の
も
の

な
ど
の
異
物
が
流
さ
れ
、
下
水
を
送
水
し
て

い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
故
障
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が
故
障
す
る
と
、
下

水
を
送
水
で
き
ず
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
か

ら
溢
れ
た
り
、
周
辺
地
域
で
下
水
道
の
使
用

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
が
十
分
に
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
、
異
物
を
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

▽
布
類
、
下
着
類
、
紙
オ
ム
ツ
―
な
ど
の
水

に
溶
け
な
い
も
の

▽
天
ぷ
ら
油
、
灯
油
―
な
ど
の
油
脂
類

▽
野
菜
く
ず
、
髪
の
毛
―
な
ど
の
ゴ
ミ

▽
雨
水

▽
そ
の
他
、
流
れ
を
妨
げ
る
も
の
す
べ
て

　

下
水
道
な
ど
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と
は

役
場
水
道
環
境
課
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
環
境
課　

担
当
／
櫻
井

　

☎
○内
１
２
９　

○町
39
―
０
０
０
１

苓
北
町
歴
史
資
料
館
が
開
館
し
ま
す

岡
城
跡
に
復
元
し
た
二
の
丸
長
屋
が

「
苓
北
町
歴
史
資
料
館
（
苓
北
町
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
）」
と
し
て
、
７
月
29
日
正

午
に
開
館
し
ま
す
。

７
月
31
日
ま
で
は
無
料

　

開
館
を
記
念
し
、
７
月
31
日
ま
で
は
無
料

で
入
館
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
日
時

　

７
月
29
日（
水
）　

　

―
正
午
か
ら
午
後
５
時

　

７
月
30
日（
木
）以
降

　

―
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

※
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

▼
場　
　

所

　

富
岡
城
跡
二
の
丸

▼
入
館
料
（
８
月
１
日
か
ら
）

　

▽
大
人
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０
円

　

▽
小
人
（
小
中
学
生
）
１
０
０
円

　

▽
幼
児
（
未
就
学
児
）
無
料

　

※
20
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引

▼
休
館
日　

　

木
曜
日

（
祝
・
休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

　

※
７
月
30
日（
木
）は
開
館
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
／
松
本

　

☎
○内
１
１
５　

○町
39
―
０
０
０
０

次ページは－
歴史を訪ねて（第40回）
「志岐城跡と富岡城跡」です。
今回は、富岡城跡の復元時期と
城絵図の製作者についての内容
です。
　復元された二の丸長屋（歴史
資料館）にも深く関連しており
ますのでぜひご覧ください。

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

環境衛生

下水道の適正使用

観　光

富岡城

き
れ
い
に
使
お
う
。
下
水
道

場所：
上津深江釜の下
区内のマンホー
ルポンプ場

異物：
タオル

場所：
富岡二丁目区内
のマンホールポ
ンプ場

異物：
布状のもの

実際に下水道マンホールポンプに詰まった異物の写真

２９日開館。富岡城跡に復元した
苓
北
町

二
の
丸
長
屋歴史資料館

富

二の丸長屋

東角櫓西角櫓

―富岡城に関する歴史や天草・島原の乱の解説、展示
　　　　　　　　　 観光情報の提供、特産物の紹介―



広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

　先月は、大雨の被害もあり、心からお見舞い申し
上げます。
　梅雨も明け、いよいよ夏本番です。子育て支援セ
ンターでは、親子ビクスや自分たちの作りたいもの
の製作に挑戦し、みんなで楽しんでいます。また、
今月は、みんなで作った水遊びのおもちゃなども取
り入れ、夏ならではの遊びを楽しみながら暑い日も
元気に過ごしています。

Ｑ：この頃「イヤイ
ヤ」が多くなり対
応が、むずかしく
なりました。自分
でご飯を食べよう
とせず、食べさせ
ることもよくあり、どうなるか心配です。
Ａ：これも成長の道すじです。だから、お母さん
がしっかりと受けとめて傍で見守りながら接し
ていけば大丈夫です。ご飯も食べないからと言
って心配するより、ある程度食べたら「ごちそ
うさま」をしていいのではないでしょうか。

　

今
月
は
、
富
岡
城
跡
の
復
元
時
期
と
城
絵

図
の
製
作
者
に
つ
い
て
、
説
明
を
い
た
し
ま

す
。

〔
製
作
時
期
〕

　

上
限
は
山
崎
時
代
で
、
下
限
は
戸
田
時
代

で
す
。
上
限
の
理
由
は
、
山
崎
氏
が
構
築
し

た
袋
池
と
百
間
土
手
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
れ
以
前
の
寺
沢
時
代
の
線
は
消
え

ま
す
。

　

下
限
の
理
由
は
、
建
物
や
石
垣
が
詳
細
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
建
物
に
は
梁
行
と
桁
行

が
書
き
込
ま
れ
、
石
垣
に
天
端
石
ま
で
の
高

さ
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
戸
田
氏
の
破
城

後
に
、
建
物
や
石
垣
は
描
け
ま
せ
ん
。
石
垣

の
計
測
も
不
可
能
で
す
。

〔
特
徴
〕

　

実
に
、
詳
細
に
測
量
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
敷
地
の
長
さ
や
幅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
建
物
と
敷
地
縁
と
の
間
隔
ま
で
書
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

百
間
石
垣
か
ら
は
、
城
内
に
向
か
っ
て
水

平
距
離
と
仰
角
距
離
を
示
す
６
本
の
朱
線
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
絵
図
は
、
城
を

俯
瞰
す
る
景
観
図
の
領
域
を
遥
か
に
超
え
て

い
ま
す
。
精
図
と
も
言
え
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

〔
城
歴
と
建
物
の
数
〕

　

各
平
場
の
建
物
は
、
整
然
と
描
か
れ
て
、

ま
と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
数
が
少
な
く

感
じ
ら
れ
る
の
は
、
三
の
丸
の
最
上
段
く
ら

い
で
す
。

　

城
歴
は
、
寺
沢
氏
か
ら
戸
田
氏
ま
で
70
年

で
す
。
寺
沢
時
代
は
37
年
間
で
、
城
内
の
建

物
は
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
天
草
・
島
原
の

乱
で
一
揆
勢
か
ら
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、

城
内
の
主
要
な
建
物
が
焼
失
、
破
壊
さ
れ
た

と
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

山
崎
時
代
は
、
実
質
、
２
年
半
で
す
。
短

期
間
で
百
間
土
手
と
袋
池
を
構
築
し
、
城
下

町
側
の
陸
路
に
新
大
手
門
を
築
き
ま
し
た
。

海
岸
線
沿
い
に
は
、
石
垣
を
積
み
ま
し
た
。

城
内
で
井
戸
も
掘
り
ま
し
た
。
驚
く
ほ
ど
の

事
業
量
で
す
。
城
内
建
物
の
修
理
ま
で
手
が

回
っ
た
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
す
。
本
格

的
な
取
り
組
み
は
、
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊
し
も
無
い
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

　

最
も
、
山
崎
氏
は
二
の
丸
に
家
臣
が
居
住

す
る
た
め
の
建
物
を
建
て
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
発
掘
調
査
で
は
、
城
絵
図
に
無
い
５
棟

の
礎
石
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

場
所
は
、
城
絵
図
に
書
か
れ
た
長
櫓
と
東
西

角
櫓
を
避
け
て
い
ま
す
。
出
丸
か
ら
も
、
類

似
の
礎
石
建
物
跡
が
、
４
棟
見
つ
か
り
ま
し

た
。

　

細
川
藩
の
在
番
時
代
は
23
年
間
で
、
城
は

使
用
さ
れ
ず
、
細
川
藩
が
管
理
し
ま
し
た
。

藩
が
建
物
を
壊
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
建
物
が
崩
壊
し
た
と
の
記
録
は
、
残
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
戸

田
氏
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

戸
田
氏
は
、
本
丸
・
御
番
所
・
鉄
砲
小
屋

な
ど
の
各
小
屋
・
武
士
の
住
居
で
使
用
す
る

備
品
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
す
書
を
藩
に

提
出
し
て
い
ま
す
。
畳
・
鉄
行
燈
・
火
用
心

桶
な
ど
で
す
。
こ
の
時
、
何
故
か
、
二
の
丸

と
三
の
丸
に
は
、
備
品
目
録
が
作
成
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
理
由
を
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た

が
、
畳
を
中
心
と
し
て
こ
れ
ら
の
備
品
が
必

要
と
な
る
建
物
が
無
か
っ
た
か
ら
と
の
推
論

に
至
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
倉
庫
や
米
倉
な

ど
で
す
と
不
必
要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
本

丸
に
は
、
城
内
建
物
の
中
心
と
な
る
北
櫓
と

西
櫓
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
推
論

の
流
れ
と
全
く
異
な
り
ま
す
が
、
目
録
の
不

作
成
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
時
、
す
で
に
、

二
の
丸
と
三
の
丸
の
建
物
は
壊
さ
れ
て
い
た

と
の
見
方
も
で
き
ま
す
が
、
も
し
そ
う
だ
と

し
た
ら
、
富
岡
城
の
存
在
理
由
が
無
く
な
り

ま
す
。

　

戸
田
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ど
う
で
し

よ
う
か
。
『
戸
田
家
文
書
』
に
よ
れ
ば
、

「
天
草
に
赴
任
に
際
し
て
、
銀
四
百
貫
、
あ

る
い
は
、
白
銀
二
百
貫
を
拝
借
し
て
、
富
岡

に
新
た
に
城
を
築
く
」
と
あ
り
ま
す
。
『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
に
も
、
似
た
よ
う
な
記
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
大
規
模

な
普
請
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
記
事
は
、
破
城
を
行
っ
た
戸
田

氏
の
行
動
と
矛
盾
し
ま
す
。
実
際
、
『
天
草

由
来
記
』
に
、
「
三
の
丸
で
、
四
尺
の
地
下

げ
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
土
で
、
敷
地
の
拡
張

が
な
さ
れ
た
」
と
の
記
事
が
残
る
く
ら
い
で

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
40
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

す
。
そ
れ
以
上
の
土
木
工
事
が
な
さ
れ
た
か

は
、
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査
か
ら

も
、
富
岡
城
に
大
幅
な
手
が
加
え
ら
れ
た
痕

跡
は
伺
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
戸
田
氏
は
、
大
規
模
な
普
請
後
、
い
と

も
簡
単
に
破
城
す
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
得

な
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
結
〕

　

乱
後
の
修
復
工
事
に
よ
り
、
縄
張
り
が
一

変
し
た
山
崎
時
代
が
、
富
岡
城
の
節
目
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
戸
田
氏
の
破
城
ま

で
、
縄
張
り
の
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
整
備
事
業
は
、
山
崎
時
代

に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺
沢
広

高
の
築
城
開
始
か
ら
、
39
年
後
の
寛
文
11
年

の
春
で
す
（
山
崎
氏
は
、
同
年
の
初
秋
に
国

替
え
に
な
り
ま
し
た
）。

〔
絵
図
の
製
作
者
〕

　

戸
田
氏
が
、
記
録
保
存
の
た
め
に
、
城
絵

図
を
作
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
建
物
・
石
垣
、
縄
張
り
に
至
る

ま
で
、
事
細
か
く
測
量
す
る
必
要
は
、
あ
り

ま
せ
ん
。
時
間
も
か
か
り
費
用
も
か
さ
み
ま

す
。
破
城
自
体
が
マ
イ
ナ
ス
行
為
で
す
か

ら
、
経
費
は
節
約
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
簡

略
的
な
城
絵
図
で
良
い
は
ず
で
す
。
戸
田
氏

の
製
作
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
山
崎
氏
が
縄
張
り
の
見
直
し
工

事
の
際
、
城
内
建
物
の
修
理
計
画
の
た
め

に
、
設
計
図
の
一
部
と
し
て
、
城
絵
図
を
製

作
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
推
論
に
至
り
ま

し
た
。
工
事
図
面
の
添
付
資
料
と
考
え
れ

ば
、
事
細
か
な
測
量
も
、
つ
じ
つ
ま
が
合
い

ま
す
。
百
間
石
垣
か
ら
の
測
量
は
、
工
事
終

了
後
の
確
認
作
業
の
た
め
で
し
ょ
う
。

1011

て
ん
ぱ
ん
い
し

ぎ
ょ
う
か
く

は
り
ゆ
き

ふ　
か
ん

は
じ
ょ
う

け
た
ゆ
き

な
が
や
ぐ
ら

て
つ
あ
ん
ど
ん

き
た
や
ぐ
ら

に
し
や
ぐ
ら

か
ん

か
ん

せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か
ふ

ふ　
し
ん

す
み
や
ぐ
ら

■カレーナムルの作り方
①キャベツは、食べやすい大きさに切り、茹でる。
②ピーマンと人参は、千切りにして茹でる。
③もやしも茹でる。
④①②③の水気をしぼり、一口大に切ったロースハム
と、調味料を加えて和える。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「季節の食べ物を探してみよう」

お店では年中出回っている
キュウリ、トマト、ピーマ
ン、ナスは、実は今が旬の
野菜です。夏の太陽を浴びた夏野菜は水分も多く、ビ
タミンＣやカリウムを豊富に含んでいます。これから
の時季は、急な気温や湿度の変化に身体がついていけ
ず、体調を崩しやすくなります。夏野菜はそんな時季
だからこそ食べたい旬の食材です。今回は旬のピーマ
ンを使って、ナムルを作ってみました。食欲がないと
きでも、カレーの風味で食べやすくなっています。夏
の暑さに負けないように、旬の野菜を毎日の食事に取
り入れて、暑い夏を元気に過ごしましょう。

カレーナムル
（８月５日の献立）
カレーナムル
（８月５日の献立）

8月の目標

ママたちのＱ＆Ａ

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■材料名（子ども５人分）
もやし……………３００ｇ
キャベツ…………２００ｇ
ロースハム………４０ｇ
薄口しょうゆ……大さじ1

ピーマン…………２０ｇ
人参………………４０ｇ
カレー粉…………小さじ１／４
オリーブオイル…小さじ1

宮原保育園のお友だち

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

虫歯予防の「フッ
素ブクブク洗口っ
てなあに？」の紙
芝居をみています。
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「
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」

「
将
来
が
不
安
」

「
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」

「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

「
家
賃
が
払
え
な
い
」

「
社
会
に
出
る
の
が
怖
い
」

「
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
」

「
病
気
で
働
け
な
い
」

　

本
年
４
月
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
「
現
在

は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
が
、
生
活

保
護
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
で
、
自
立
が

見
込
ま
れ
る
人
」
を
対
象
に
、
困
り
ご
と
に

か
か
わ
る
相
談
に
応
じ
、
安
定
し
た
生
活
に

向
け
て
仕
事
や
住
ま
い
、
子
ど
も
の
学
習
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
す
る
も
の
で
す
。

生
活
保
護
か
ら
脱
却
し
た
人
で
も
、
再
び
最

低
限
の
生
活
を
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に

「
相
談
窓
口
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
地
域
の
相
談
窓
口
が
一
緒
に
考
え
、
解

決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
家
族
や
ま
わ

り
の
人
か
ら
の
相
談
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

自
立
相
談
支
援
事
業

　
生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

場
合
は
、
ま
ず
は
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
相
談

者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。
す
ぐ
に
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
る
人
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

ー
ス
１

住
宅
確
保
給
付
金

　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま

た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い
人
に
は
、
就
職
に

向
け
た
活
動
を
す
る
な
ど
を
条
件
に
、
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
生
活

の
土
台
と
な
る
住
居
を
整
え
た
う
え
で
、
就

職
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
一
定
の
資
産
収
入
等
に
関
す
る
要
件
を
満

　

た
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

ー
ス
２

就
労
準
備
支
援
事
業

　

「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安
が
あ
る
」
な

ど
、
直
ち
に
就
労
が
困
難
な
人
に
一
定
期

間
、
一
般
就
労
に
向
け
た
基
礎
能
力
を
養
い

な
が
ら
就
労
に
向
け
た
支
援
や
就
労
機
会
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

※
一
定
の
資
産
収
入
に
関
す
る
要
件
を
満
た

　

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

ー
ス
３

一
時
生
活
支
援
事
業

　

住
居
を
も
た
な
い
人
な
ど
、
緊
急
に
衣
食

が
必
要
な
場
合
に
一
定
期
間
、
宿
泊
場
所
や

衣
食
を
提
供
し
ま
す
。
退
所
後
の
生
活
に
向

け
て
、
就
労
支
援
な
ど
の
自
立
支
援
も
行
い

ま
す
。

※
一
定
の
資
産
収
入
に
関
す
る
要
件
を
満
た

　

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

ー
ス
４

家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
、
家
計
状
況

の
根
本
的
な
課
題
を
把
握
し
、
状
況
に
応
じ

た
支
援
計
画
の
作
成
、
相
談
支
援
、
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
、
必
要
に
応
じ
て
貸
付
の
あ

っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
、
早
期
の
生
活
再
生
を

支
援
し
ま
す
。

ー
ス
５

学
習
支
援
事
業

　

子
ど
も
の
学
習
支
援
を
は
じ
め
、
日
常
的

な
生
活
習
慣
、
進
学
に
関
す
る
支
援
、
高
校

進
学
者
の
中
退
防
止
に
関
す
る
支
援
―
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

苓
北
町
の
「
相
談
窓
口
」
は
左
記
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
35
―
１
２
７
０

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

生活困窮者自立支援制度がスタート

平成２７年８月から実施されます。

※平成２７年７月３１日までの介護保険負担限度額認定証をお持ちの人は、更新手続きが必要です。
　今年から、利用者本人と配偶者の保有する全ての預貯金通帳等の写し（口座名義等がわかる部分と、
　おおむね申請日から２カ月前までの残高の写し）が必要になりました。

■問い合わせ先　福祉保健課　介護保険係　☎○内１０８　○町３９－０００２

一定以上の所得のある６５歳以上の人は、利用者負担が２割に

施設を利用している人の食費・居住費補助に資産要件などが追加

▼一定以上の所得（本人の合計所得金額が１６０万円以上で、同一世帯の６５歳以上の人の年
金収入とその他の合計所得金額が２人以上世帯で３４６万円以上、単身世帯で２８０万円以
上）がある６５歳以上の人が、介護サービスを利用した時は、利用者負担が１割から２割
になります。（６４歳以下の方の利用者負担は１割です。）

※要介護（要支援）認定を受けている人には、負担割合（１割または２割）が記載された
「介護保険負担割合証」を７月下旬に送付します。

▼所得が低い方で、施設および短期入所サービス（ショートステイ）を利用している方の、
補足給付（食費・居住費補助）の適用要件が追加されます。

▼判定の流れ（厚生労働省資料参照）

《追加要件》

預 貯 金 等

配偶者の所得

一定額超の預貯金等（単身では１，０００万円超、夫婦世帯では２，０００万円超）が
ある場合には対象外です。
※本人の申告で判定。不正受給に対するペナルティ（加算金）有り。 

ご夫婦のうち、お一人だけ施設に入所されている場合（世帯分離が行われて
いる場合）でも、配偶者の所得は世帯分離後も勘案し、配偶者が課税されて
いる場合は、補足給付の対象外になります。 

第 １ 号
被保険者

本人の合計
所得金額が
１６０万円以上

本人の合計
所得金額が
１６０万円未満

下記以外の場合

同一世帯の第１号被保険
者の年金収入＋その他の
合計所得金額

単　　身：２８０万円
２人以上：３４６万円＜

１割負担

２割負担

１割負担

介護保険

制度改正
ポイント

ケケ

ケケケ
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

　第39回一般男女バレーボール大会は６月18日と19
日に苓北町体育センターで行われ、女子の部に町内の
３チームが参加しました。
　試合は総当たりのリンク戦。19日の最終戦では
「マリーン」と「エース」が対戦し、エースがセット
カウント（２－１）で勝ち、全勝で優勝を飾りました。
　結果は以下のとおり。
　■優勝　「エース」
　■２位　「フレンズ」
　■３位　「マリーン」

一般男女バレーボール大会
「エース」が全勝優勝

　春季ミニバレーボール大会は６月25日に苓北町体
育センターで開催され、町内から11チームが参加。
チーム「どんまい」が予選から負けなしの圧倒的な強
さを発揮し、全勝で見事優勝しました。
　結果は以下のとおり。
　■優勝　「どんまい」
　■２位　「都呂々Ａ」
　■３位　「都呂々Ｂ」
　■４位　「都呂々Ｃ」
　■５位　「バイキング」

春季ミニバレーボール大会
圧倒的な強さで優勝！チーム「どんまい」

　夏季苓北町バドミントン大会は７月２日と３日に苓北町
体育センターであり、２２ペアが参加しました。
　試合は、経験年数に合わせて３クラスに分けたダブル
ス個人戦で行われました。
　各クラスの優勝ペアは以下のとおりです。
■Ａクラス　光田浩・上原潤一ペア
■Ｂクラス　山﨑徹・橋本裕介ペア
■Ｃクラス　田中愛大・横山慶人ペア
　次は本年11月頃に秋季バドミントン大会を開催予定と
のこと。未経験者も大歓迎です。

夏季バドミントン大会
バドミントンで親睦と融和

　第１６回熊日旗天草郡市小学生ソフトボール苓北大会
は６月２０日と２１日に農村運動広場ほか町内２会場であ
り、３８チームが出場しました。
　チャンピオンシップの部には２４チームがエントリーし、
町内からは志岐小、富岡小が１回戦から登場しました。志
岐小は順当に勝ち進み決勝進出しましたが、惜しくも準
優勝となりました。
　上位結果は以下のとおり。
　■優勝　　鬼塚子ども会（天草市）
　■準優勝　志岐小学校Ａ

熊日旗天草郡市小学生ソフトボール苓北大会
志岐小学校が準優勝！

６月27・28日
天草郡市中体連

①勝利の喜びを分
かち合う選手ら②
７ｍスローを打つ
平田選手③決勝点
を決めた末永選手
④得点の喜びを分
かち合う選手ら

＝結果一覧＝
▼野球▽１回戦（５－０新和）▽２回戦（０－２牛深東）▼女子バスケットボール▽１回戦
（53－26御所浦）▽２回戦（54－40五和）▽準決勝（31－35大矢野）…３位
▼ソフトテニス男子▽２回戦（３－０稜南）▽準決勝（０－２大矢野）…３位
▼ソフトテニス女子▽１回戦（３－０河浦）▽２回戦（０－２稜南）
▼女子バレーボール▽２回戦（２－１本渡東）▽準々決勝（１－２大矢野）
▼剣道▽予選リーグ敗退▼ソフトテニス女子個人▽田中・田﨑ペア…５位（県体会出場）
▼男子ハンドボール▽決勝（24－23本渡）…優勝（県体会出場）
▼女子ハンドボール▽１勝し３位（県体会出場）
▼サッカー▽準々決勝（０－０本渡）▽準決勝（２－２大矢野）▽決勝（１－０稜南）…優勝
（県体会出場）

優勝した「どんまい」チーム

優勝した｢エース｣チーム

１回戦の志岐小バッテリー（＝農村広場）

会場は６コート、同時に12ペアが試合

苓
北
中
　
サ
ッ
カ
ー
・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
優
勝

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人
も
県
大
会
へ

　

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

は
稜
南
中
学
校
体
育
館

で
28
日
行
わ
れ
、
本
渡

中
学
校 

と
対
戦
。

　

県
大
会
へ
の
出
場
を

賭
け
た
試
合
は
４
点
ビ

ハ
イ
ン
ド
で
前
半
を
折

り
返
す
。
相
手
キ
ー
パ

ー
の
好
セ
ー
ブ
に
阻
ま

れ
な
が
ら
も
、
後
半
一

気
に
盛
り
返
し
初
め
て

リ
ー
ド
を
奪
う
。
そ
の

ま
ま
逃
げ
切
り
１
点
差

（
24
対
23
）
で
見
事
県

体
会
出
場
を
決
め
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
本
渡
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
27

日
と
28
日
に
行
わ
れ
、

稜
南
中
学
校
と
決
勝
を

戦
っ
た
。

　

２
回
戦
、
準
決
勝
を

Ｐ
Ｋ
戦
で
勝
ち
上
が
っ

た
苓
北
中
。
特
に
準
決

勝
の
大
矢
野
中
戦
は
前

半
２
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド

か
ら
後
半
追
い
つ
い
て

の
勝
利
。
勢
い
は
衰
え

ず
決
勝
で
は
前
半
の
１

得
点
を
守
り
き
り
見
事

優
勝
を
決
め
た
。

●①

●②

●④

　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
県
中
体
連
）

は
７
月
25
日
と
26
日
に
阿
蘇
郡
市
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

●③
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜ まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

　「さわやかクリーン作戦」は約2500人が参加。

　「避難訓練」は48行政区で実施。

７月１２日に町内全域で
クリーン作戦から避難訓練

　志岐小学校（向博俊校長）の全校児童が７月６日、
地震・津波などの自然災害を想定した避難訓練を実施
しました。
　校舎内で地震発生の放送－先生は児童へ、机の下に
入るよう指示します。大津波、緊急避難の放送－児童
らは駐車場へ。人員を確認し校長へ報告したら、次は
役場へ避難します。避難の約束は「おはしも」－おさ
ない。はしらない。しゃべらない。もどらない。
　避難完了までの時間は６分10秒でした。
　（目標時間は８分）

志岐小学校避難訓練
６分10秒で役場へ避難完了

　消防団夏季訓練は７月５日に苓北町体育センターで行
われ、苓北町消防団（松本健吾団長）以下１７３名が規律
訓練のほか、普通救命と住宅用太陽光発電設備の火災
時対応について学びました。
　６月までに新入団員・幹部訓練と中継送水訓練（分団
毎）を終えて臨んだ夏季訓練。先月１１日の大雨災害を踏
まえ「いつでも出動できる体制をつくり、町民の負託にこ
たえる」と松本団長。
　規律訓練や消防知識は、いざというときの団の規律
（管理体制）や救助活動に直結する重要なものです。

苓北町消防団
火災・災害に備え夏季訓練を実施

　第14回苓北町チャリティゴルフ大会（坂西力実行
委員長）は６月14日に、マスターズゴルフコース
（天草市）で行われました。
　優勝は平井雅彦さん。（グロス76・ネット70.0＝
志岐馬場在住）
　７月２日、坂西委員長が
町内校長会を訪問し、大会
参加費と協賛金の一部をチ
ャリティ募金として、４小
学校長へ手渡しました。

苓北町チャリティゴルフ大会
町内４小学校へ募金を

　天草工業高等学校苓北地区同窓会（宮﨑栄護会長＝
天工会）は６月28日、毎年恒例となっている広域農
道の草刈りボランティアを実施しました。
　休日の早朝から26人が参加して行われた作業。刈
り払い機などで、約３時間かけ広域農道約５㎞の雑草
などを払い、きれいにしました。
　この時期、成長が早い道路沿いの草払い・清掃が町
内各所で実施されています。車などで作業箇所を通行
するときは、対向車などに十分注意して交通事故防止
に努めましょう。

天工会
広域農道でボランティア実施

　第11回熊本県四半的弓道連盟認定苓北大会は６月
28日に苓北町体育センターであり、町内外から126
人の参加がありました。
　開会行事では、苓北協会の川上亨錬士７段（介添＝
錦戸数馬６段）の演舞で会場は静寂につつまれました。
　大会は団体・個人の部が行われました。主な成績は
以下のとおり。
（団体）優勝　苓北Ａ　　（個人）１位　野﨑幸博（苓北）
　　　 ２位　八　代　　　　　５位　吉村禎子（苓北）
　　　 ３位　本渡Ａ

県四半的弓道連盟認定苓北大会
団体・個人ともに優勝！

　本年度最初の「苓北セミナー」は７月２日にコミュ
ニティーセンターで開講し、田嶋苓北町長が第１回目
の講師を務めました。
　田嶋町長は、世界情勢、歴史、地方創生、年金制
度、少子社会－など、様々な角度から町づくりを掘り
下げて講話。約１時間、受講者へわかりやすく丁寧に
話をしました。
　苓北セミナーは毎月１回のペースでテーマを変えて
開催します。受講は無料で予約不要です。
　本年度の日程は教育委員会まで。

苓北セミナー
第１回目の講師は田嶋苓北町長

道路沿線の手入れをする天工会の皆さん 平井雅彦さん（左）

坂西委員長（中央）と４小学校長

田嶋町長の講話を聞く受講者

的へ一点集中する

時間を計る担当教諭 役場へ避難する児童ら

避難者の数などを確認する責任者（＝役場玄関前）

法面を手入れする松原区

規律を学ぶ女性消防団員 普通救命講習で心臓マッサージをする団員

あいさつする松本団長
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■
募
集
職
種　

行
政
職
（
大
卒
程
度
）

■
募
集
人
数　

１
人
程
度

■
受
験
資
格　

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
平
成
28
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人

■
申
込
期
間

　

７
月
27
日（
月
）〜
８
月
14
日（
金
）

■
一
次
試
験

　

９
月
20
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
０
９
６
―
３
６
８
―
０
０
１
１

　

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
と

は
、
町
内
で
建
設
業
を
営
む
人
を
対
象
に
、

入
札
参
加
資
格
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
小

額
で
内
容
が
軽
易
な
工
事
な
ど
の
受
注
・
施

工
を
希
望
す
る
人
を
登
録
し
ま
す
。

　

町
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
や
修
繕
に
つ

い
て
、
登
録
し
た
業
者
を
選
定
の
対
象
と
す

る
こ
と
で
、
町
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
図
り
、
町
内
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

▼
「
小
規
模
工
事
」
の
範
囲
は
次
の
全
て
に

該
当
す
る
も
の
で
す

　

▽
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設
工
事
や

修
繕
で
、
内
容
が
軽
易
な
も
の

　

▽
一
件
の
工
事
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も

の

▼
登
録
申
請
の
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
、
役
場
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
請
書
は
同
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
登
録
の
受
付
期
間

　

８
月
３
日（
月
）〜
31
日（
月
）

▼
登
録
の
有
効
期
間

　

２
年
間
（
平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
８
月
31
日
ま
で
）

▼
登
録
の
条
件

　

苓
北
町
内
に
業
務
の
中
心
と
な
る
営
業
所

ま
た
は
住
所
を
置
い
て
、
建
設
業
関
係
の

仕
事
を
営
ん
で
い
る
人
。
建
設
業
の
許
可

の
有
無
や
経
営
組
織
、
従
業
員
数
な
ど
は

問
い
ま
せ
ん
。
（
対
象
業
種
は
下
表
）

※
た
だ
し
、
町
の
工
事
入
札
参
加
資
格
者
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
や
町
税
を
滞
納
し
て

い
る
人
は
、
登
録
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

担
当
／
尾
脇

　

☎
○内
２
０
７　

○町
35
―
１
１
１
１

■職種・採用予定数など

■受験資格　平成２年４月２日から平成１０年４月１
日までに生まれた人で、苓北町内に住所を有する人
または採用後に町内に居住できる人
■受付期間　７月２７日（月）から８月１４日（金）平日の
午前８時３０分から午後５時まで。郵送は、１４日消
印有効。電子申請は、１４日午後５時までに正常に
到着したものを受け付ける。
■試験の日時および場所　
　第１次試験　９月２０日（日）　午前８時３０分
　　　　　　　苓北町役場大会議室
　第２次試験　１次合格者に通知する。
■試験案内・申込用紙の請求　役場総務課に直接とり
にくるか、町ホームページからダウンロード。郵送
請求は、封筒表に「苓北町職員採用試験申込請求」

と朱書きし、１４０円切手を貼った宛先明記の返信用
封筒（角形２号）を同封のうえ請求してください。
■申込手続　必要事項を記入し、受験票の返信用とし
て８２円切手を貼った封筒（宛先・郵便番号を明記）
を同封して、総務課へ持参または郵送してくださ
い。郵送する場合は、封筒表に「苓北町職員採用試
験申込」と朱書きし、必ず「簡易書留郵便」で送付
してください。インターネットで申し込む場合は、
試験案内の「インターネット操作方法」を参照して
ください。

■申し込み・問い合わせ先
　〒８６３－２５０３　熊本県天草郡苓北町志岐６６０番地

苓北町役場総務課
☎０９６９－３５－１１１１

■職種と予定人員　①消防職＝８人程度②消防職（救
　　　　　　　　　急救命士）＝３人程度
■受験資格　①昭和６１年４月２日から平成１０年４月
１日までに生まれた人②昭和６１年４月２日以降に
生まれた人で救急救命士の免許を持っている人。
　※性別は問いません。
■試験日時（１次）
　９月２０日（日）　午前８時３０分
■試験会場（１次）
　筆記試験＝本渡五和農業協同組合
　体力試験＝本渡運動公園
■申込方法　天草広域連合消防本部・総務課に準備し
てある申込書に必要事項を記入し、８月３日から同
２１日（平日の午前８時３０分から午後５時１５分）まで
に、同課へ郵送または持参してください。
　※申込書は連合ホームページからも取得できます。
■申し込み・問い合わせ先
　〒８６３－０００１　天草市本渡町広瀬１６８７番地２
　天草広域連合消防本部・総務課総務係
　☎０９６９－２２－３２０５

■募集する人数
　１名（性別は問わない）
■任用期間と勤務形態
　▽任用期間＝本年９月１日から１２月２２日（ただし、

期間延長の場合あり）
　▽勤務時間＝午前８時～午後４時３０分まで。
　▽出勤日数＝月に２０日程度（学校給食実施日）
　▽報酬額＝６，３００円（日額）
　▽その他＝社会保険・雇用保険に加入
■受付期間
　８月５日（水）まで
　（平日の午前８時３０分から午後５時まで）
■申込方法　申込書に必要事項を記入し、▽３カ月以
内の写真を貼った履歴書▽調理師免状の写し－を添
えて、教育委員会へ直接提出してください。
■選考方法　面接（日時・場所は申込者へ通知する）
■問い合わせ先
　苓北町学校給食調理場　担当／佃
　☎３５－１２３３
※申込用紙は、教育委員会、調理場、各出張所まで。

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

INFORMATION

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
職
員
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

苓
北
町
小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
登
録
の
更
新
を

行
い
ま
す

総
務
課

※
苓
北
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
お
よ
び
苓
北
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

　

施
工
の
指
定
を
受
け
る
工
事
・
修
繕
な
ど
は
除
く
。

番
号

対
象
業
種

工　
　

事　
　

の　
　

例　
　

示

１２３４５６７８９101112

建
築
工
事
一
式

大
工
工
事

左
官
工
事

電
気
工
事

管
工
事

消
防
施
設
工
事

塗
装
工
事

板
金
工
事

内
装
仕
上
げ

工
事

建
具
工
事

造
園
工
事

許
可
業
種
以
外

建
築
修
繕
工
事
で
工
事
の
種
類
が
複
数
に
及
ぶ
も
の

大
工
工
事
、
造
作
工
事
、
型
枠
工
事

左
官
工
事
、
モ
ル
タ
ル
工
事
、
吹
き
付
け
工
事
、

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
工
事
、
防
水
工
事

送
配
電
気
設
備
工
事
、
構
内
電
気
設
備
、
照
明
設
備
工

事
、
電
気
通
信
工
事

空
調
設
備
工
事
、
給
排
水
・
給
湯
設
備
工
事
、
厨
房
設

備
工
事

消
防
施
設
整
備
工
事

塗
装
工
事

板
金
加
工
取
付
工
事

天
井
仕
上
げ
工
事
、
壁
張
り
工
事
、
内
装
間
仕
切
り
工

事
、
床
仕
上
げ
工
事
、
カ
ー
テ
ン
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
事
、

た
た
み
工
事
、
ふ
す
ま
工
事

植
栽
工
事
、
公
園
設
備
工
事
、
園
路
工
事

サ
ッ
シ
工
事
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
事
、
金
属
製
・
木
製
建

具
工
事

建
設
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
お
よ
び

運
用
（
昭
和
47
年
３
月
18
日
建
設
省
計
建
発
第
46
号
）

に
該
当
し
な
い
工
事 

苓北町職員採用試験を実施します

天草広域連合消防職員採用試験を実施します 学校給食調理補助員を募集します

総　務　課

天草広域連合消防本部 苓北町学校給食共同調理場

区　分 職種 勤務先・内容

高等学校

卒業程度

町長部局または

教育委員会など

に勤務し、一般

行政事務に従事

一般

事務

採用予定人数

３人程度



小
学
生
の
作
品

学
校
自
慢

学
校
自
慢

俳
壇

な
ぎ
さ
句
会

こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。 楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

七
月
に
卒
寿
嬉
し
く
神
感
謝

兵
た
り
し
日
の
思
い
出
や
ボ
ー
ト
練
る

神
楽
笛
氏
子
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
ま
で

有
明
の
潮
風
揺
ら
す
蛸
の
れ
ん

教
会
は
カ
ン
ナ
の
燃
ゆ
る
丘
の
上

赤
蟹
の
濡
れ
て
横
這
ふ
背
戸
ぐ
ら
し

濁
流
の
ふ
く
れ
ふ
く
れ
て
梅
雨
の
海

荒
梅
雨
や
避
難
警
報
と
ぎ
れ
聞
く

濡
そ
ぼ
る
泰
山
木
の
花
無
口

何
も
か
も
洗
い
流
し
て
梅
雨
時
雨

夏
草
の
匂
ひ
懐
か
し
父
母
の
声

蜂
二
匹
南
瓜
の
花
に
こ
も
り
を
り

暴
れ
梅
雨
あ
は
れ
泥
沼
志
岐
平
野

〜
富
岡
城
の
投
句
凾
よ
り
〜

新
緑
に
映
え
る
歴
史
の
城
の
跡

春
か
す
み
は
る
か
に
望
む
富
岡
城

城
跡
を
見
上
げ
涙
の
ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ

田
﨑
　
良
人

阪
本
　
礼
之

小
川
　
文
平

山
下
　
周
儀

髙
戸
　
直
樹

森
　
恵
美
子

浦
﨑
　
満
志

森
田
　
和
子

永
野
　
清
江

高
橋
　
正
美

金
子
か
を
る

宮
﨑
　
益
美

田
中
美
津
子

定
塚
　
和
久

浜
崎
　
幸
輔

太
田
　
道
博

園 児 の作 品
志
岐
小
学
校
４
年

い
ろ
い
ろ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　

四
年
生
の
学
年
行
事
で
い
ろ
い
ろ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
紅
白

対
戦
と
親
子
対
戦
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
紅
白
対
戦
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
白
が
ぜ
っ

こ
う
ち
ょ
う
だ
っ
た
け
ど
、
あ
と
か
ら
、
赤
が
ば
ん
か
い
し
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
に
げ
て
ば
か
り
い
た
の
に
、
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

だ
っ
た
か
ら
あ
ま
り
い
た
く
な
か
っ
た
で
す
。

　

親
子
対
決
の
と
き
は
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
し
た
。
大
人
は
、
上
に
な

げ
て
い
て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
す
ご

か
っ
た
の
が
、
み
く
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
ど
ん
な
ボ
ー
ル
も
受
け
と
め
て
い

ま
し
た
。
大
人
の
男
の
人
は
、
ど
ん
ど
ん
ボ
ー
ル
を
受
け
と
め
ま
し
た
。

手
が
い
た
く
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
ボ
ー
ル
を
と
る
練

習
を
し
て
、
に
げ
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

今
日
は
親
子
で
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間
が
す
ご
せ
ま
し
た
。

　染め紙でアサガオを作り、のれん風に仕上げました。
　風が吹くとゆらゆら揺れて涼しさを感じます。うちわも完成！
みんなで元気に暑い夏を乗りきっていこう！

宮原保育園 りんご ぐみのおともだち

富岡小学校６年１組 ●クラスの自慢
　（代表して小林祐佳さん）
　私たちのクラスは、思いやりの
あるクラスです。
　勉強が１人でわからないときは、
他の人がわかるまで教えるからで
す。

●クラスのみんなへ
　（代表して稲尾　和さん）
　先生は６年生だけでなく、全学
年から慕われている先生です。

●先生からクラスへ
　学級目標である切磋琢磨を実践
しつつあります。
　前向きに努力することができま
す。これからが
楽しみです。

青
砥　

巧
眞 

く
ん

あ
お  

と

こ
う  

ま

クラス人数：男子　７人　
　　　　　　女子　12人　計19人
担任：杉本　新一 先生　堤田　久美 先生

『切磋琢磨（互いに励ましあって
　　　学徳をみがいていきます）』

『夏を
涼しく！！』

『夏を
涼しく！！』

▲なまえ入りの手作りうちわ

ゆ  か

のどか

2021 広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

　第３６回熊本県商工会女性部連合ミニバレ
ーボール大会が６月１７日、宇土市民体育館
であり、苓北町からも商工会女性部が参加し
ました。県内から総勢５１チームが集まるな
か本町商工会女性部は見事勝ち上がり、８年
ぶり５回目の優勝を果たしました。
　大会翌日からは、町の一般男女バレーボー
ル大会が１９日までありバレーボール漬けの
日々にも、笑顔で優勝の喜びを話されまし
た。

商工会女性部８年ぶり５回目の優勝



稔さん26歳、キヨ子さん25歳稔さん26歳、キヨ子さん25歳

剪定するキヨ子さん剪定するキヨ子さん キヨ子さんの手作りだごキヨ子さんの手作りだご ひ孫の結依ちゃん1歳とひ孫の結依ちゃん1歳と

知恵袋
おばあちゃん

の

　都呂 （々唐干田）、西本家の9人兄弟の五女として、生
まれ育つ。17歳の時、姉を頼って、長崎市内の料理店
（丸萬）で働いた。月に1度の休日は、決まって同郷の友
達（もちろん女子です）と過ごした。浜町をぶらっとし、
バナナを買って一日中映画を観たり、喫茶店でコーヒー
とパンを食べたり、キヨ子さんにとって、初めての経験
でもあり、今では懐かしい思い出となっている。
　昭和25年、縁あって内田の吉田稔さんと結婚。2男2
女に恵まれた。次男坊だった稔さんは分家し、親子水入
らずの生活のスタートは、なんと持ち金千円から始まっ
た。二人は、農業（水稲、タバコ）を中心に、近くの焼物
工場（タコ壺、土管）で懸命に働いた。また、昭和42年、
農業構造改善事業により、モデル果樹園の指定を受け温
州みかんの栽培を手がけた。甘くて質の高いみかん作り
にも、力を注いだ。
　現在、果樹園は、娘の和美さん夫婦に受け継がれ、大
切に栽培されている。キヨ子さんは、みかん園の手入れ
をはじめ、野菜作りや庭木の剪定に精を出している。今
日は、脚立に登り庭木の剪定にかかった。脚立の上の作
業は、とても90歳とは思えないほど、絶妙なバランスが
保たれている。庭師も負けそうなびっくり仰天の世界だ。
「剪定は、思いっきり切るのがコツですよ」とキヨ子さ
ん。脚立の上の90歳はさらに輝いた。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　焼肉が大好きです。若っか者に負けんぐらい食べます。それ
と、人の作ったものは、なんでん美味かです。(笑)

　　好みの男性のタイプは？
　優しくて、思いやりのある人がよかですね。歌手では、氷川
きよしが好きでよく歌を聴いています。

　　もし生まれ変わったら？
　やっぱ、父ちゃん（夫の稔さん）と一緒になりたかですね。
おいげん（我が家の）父ちゃんは、頑固者やったですけど、
几帳面で歪んだことが嫌いな性格でした。子どもにしてみれ
ば近寄りがたい父ちゃんだったと思います。子どもが一人前
になった頃、父ちゃんとよく旅行に行きました。中でも、東
北旅行は、とても楽しかったです。

　　長生きの秘訣は？
　性格は普通です。まあまあ、明るい方だと思います。少し心
配性でもあります。天気のよか日は、草引きして、天気の悪
か日は、傘をさして散歩し、朝夕、ひ孫の顔ば見に行く事が
一番の楽しみです。

問問
ひ けつ

吉 田 キヨ子さん

よし だ き こよ

（大正13年12月3日生まれ）満90歳　内田区在住

庭師も負けそう!!　脚立の上は90歳!!
No.172

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

***だご作り65年!!
　キヨ子の
　『なるほど!ザ!だご』***

　正月の餅が無くなると、昔は事あるごとによく、だごを作った
ものでした。中でも水神様の祭りの川祭りだご、夏至から数えて
11日目にあたる半夏生のハゲだご、お盆に先祖様を迎え供養す
る盆だごは、かかせないものでした。
　あんこを練り、山から、だごん葉を取りに行くのも一つの楽し
みでした。クドに薪をくべ、セイロで蒸して親戚や知人に配りまし
た。私のだご作りのこだわりは、生地を作る時、卵を泡立てること
です。白身が泡立て器の上でツンと立ったら、砂糖と黄身を加え
さらに泡立てます。ふるった粉を加えしゃもじで、さっくり混ぜな
がら生地をまとめます。口あたりがしなやかで、ふわっとした　
皮になります。

たんぽぽホールの「おはなし劇場」、
今年も夏休みの上演を目指し、メンバー一同、
手作りで大奮闘中です

福祉機器リサイクルコーナー

2223

　７月は、第６５回“社会を明るくする運動”強調月
間です。“社会を明るくする運動” ～犯罪や非行を
防止し、立ち直りを支える
地域のチカラ～は、すべて
の国民が、犯罪や非行の防
止と罪を犯した人たちの更
生について理解を深め、そ
れぞれの立場で力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社
会を築こうとする全国的な運動です。苓北町では、次
のようなことを実施しています。
＊苓北町推進委員会　７月１日（水）　苓北町役場大会
議室（午前９時３０分開会）
●構成団体（苓北町、町議会、小学校、中学校、高等
学校、PTA関係、天草警察署苓北交番、教育委員
会、人権擁護委員、少年補導員、民生委員児童委員
協議会、老人クラブ連合会、連合女性の会、公民
館、保護司会、社会福祉協議会）
●内容（各団体の“社会を明るくする運動”推進計画
の発表、天草署管内の青少年非行の現状の報告、広
報ビデオ上映「“社会を明るくする運動”中央推進委
員会」など）
＊街頭啓発広報　７月４日（土）　９：３０～１０：３０
●広報内容…啓発用ティッシュ、ミニうちわ配布
（500セット）
●配布会場…JAれいほく総合祭会場（JAれいほく本
所）
　＊行政告知放送による広報（7月中　５回放送）
　＊作文コンテスト募集　小学校、中学校（小学生、
　中学生対象）に案内
　＊学校訪問（保護司活動）　各小学校、中学校、高
　等学校へ訪問（７月６日、１０日）

　以上のような活動をしています。皆さまのご理解と
ご協力に感謝いたします。

　人形劇や大型紙芝居、その他わくわくするお話をた
くさん用意してお待ちしています。また、坂瀬川保育
園のお友達も出演してくれます。
　人形劇「白雪姫」は、ディズニーの動画や絵本でよ
く知られたお話しですが、「たんぽぽホール」ならで
はの工夫を凝らし、一味違った作品に仕上げていま
す。
　今、私たちは子どもたちの驚く顔や歓声を思い描き
ながら、製作や練習に取り組んでいるところです。お
話の楽しさ、想像を広げることの素晴らしさを皆さん
の心に届けることができたら幸いです。どうぞお誘い
合わせのうえ、見に来てください。

たんぽぽホール「おはなし劇場」
日時　平成２７年８月２０日（木）　
　　　午前９時３０分～１１時
場所　苓北町志岐集会所　
※入場無料（招待券がなくても入場できます。）
＜お問い合わせ＞　０９０－７１６１－６５９９（舩越）

　このコーナーは、不要になった福祉機器等を寄付し
ていただき、必要な人に利用していただくためのリサ
イクルコーナーです。
　『無料』でお譲りします。
◎電動リクライニングベッド
　　　　　　　　　　１台

◎ベビーベッド　２台

申込受付期限　　　
＊希望される人は、８月１０日（月）までに苓北町社会
福祉協議会へお知らせください。希望される人が多
数の場合は、抽選になります。抽選は、８月１１日
（火）午前９時に苓北町新ふれあい館で行います。
お問い合わせ先　苓北町社会福祉協議会（苓北町新ふ
　　　　　　　れあい館内）　☎３５－１２７０

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
７月は“社会を明るくする運動”強調月間

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

はんげしょう
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課
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広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
８
月
６
日
と
９

日
の
原
爆
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
原
爆

死
没
者
の
霊
を
慰
め
、
被
爆
か
ら
70
年
の
慰

霊
と
平
和
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
８
月
９
日
に
天
草
郡
市
原
爆

死
没
者
慰
霊
式
典
が
、
苓
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
11
時

２
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
原

爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立

を
記
念
す
る
た
め
、
１
分
間
の
黙
と
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
終
戦
記
念
日
（
15
日
）
に

は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
あ
り
ま
す
。
祖

国
の
た
め
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
ご
英

霊
に
対
し
、
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
を
合
図
に
１

分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
笹
山

　

☎
○内
１
４
１　

○町
39
―
０
０
０
２

　

農
業
委
員
会
で
は
「
く
ま
も
と
農
業
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
町
内
全
域
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
や
違
反
転
用
が
な
い
か
現
地
確

認
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
日
程

　

平
成
27
年
８
月
〜
12
月

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会　

担
当
／
瀬
形

　

☎
○内
１
２
０　

○町
39
―
０
０
０
０

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た

め
、
作
文
及
び
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

（
参
加
賞
あ
り
）

■
対
象　

作
文
＝
小
学
生
以
上

　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
＝
小
学
生
及
び
中
学
生

■
募
集
期
間　

９
月
８
日（
火
）ま
で
。

　

募
集
案
内
な
ど
詳
細
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課
の
お
知

ら
せ
情
報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

〒
８
６
２
―
８

　

５
７
０　

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
３
５

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号

2363951

2217951

2223751

2258851

2268951

2167551

2174251

2135851

2072451

1864951

1877551

1897651

1944951

1946051

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
不問
不問
18歳以上
不問
40歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

399,800 ～ 439,400

154,000 ～ 242,000

203,800 ～ 310,800

150,000 ～ 220,000

185,500 ～ 211,000

207,000 ～ 207,000

120,000 ～ 150,000

195,000 ～ 200,000

130,000 ～ 176,000

140,000 ～ 250,000

180,000 ～ 185,000

119,152 ～ 140,800

119,152 ～ 132,000

119,152 ～ 132,000

薬剤師
建築土木作業員
診療放射線技師
当直係
土木技術者
土木作業員
介護職
臨床検査技師
建築大工見習い
介護職員
正看護師
成型作業員
縫　製
縫　製

1人
1人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
2人
1人
1人
1人

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 ７月７日現在

熱中症は予防が大切です 福祉保健課

　暑さのため、外出先で気分が悪くなったときに、涼しい場所へ気兼ねなく立ち寄ることが
できるよう、今年も熱中症対策一時休憩所として、町の公共施設が利用できます。利用でき
る施設と利用時間は次のとおりです。

■問い合わせ先　福祉保健課　担当／池田　☎○内１４３　○町３９－０００２

一　時　休　憩　所 利　　用　　時　　間

苓北町役場

苓北町保健センター

役場各出張所

坂瀬川・富岡・都呂々公民館

志岐集会所

新ふれあい館

苓北町総合センター

苓北町老人福祉センター 午前９時30分～午後５時

午前８時30分～午後５時
（土・日曜、祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜、祝日を除く）



《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

６月
受付分

休日当番医8月
☎37-1111
☎37-0001
☎37-1199
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1133
☎35-1133

慈恵病院
猪口医院
苓北クリニック
慈恵病院
慈恵病院
医師会病院
医師会病院

（内科）
（小・内）
（内・呼）
（外科）
（整）
（内科）
（内科）

※休日当番医は７月15日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

８月２日

    ９日
　　16日
　　23日
    30日

（日）

（日）
（日）
（日）
（日）

2627

【納付書による前納制度 】
○１年前納…４月から翌年３月までの１年分の保険

料をまとめて４月中に納付 
○半年前納…４月から９月までの半年分をまとめて

４月中に納付
　　　　　　１０月から翌年３月までの半年分をま

とめて１０月中に納付
※納付書での前納は、半年分に限らず随時受付中で
す。お申し込みになると、保険料が割引された前
納用の納付書がご自宅に送付されます。

【口座による前納制度】
○２年前納…４月から翌々年３月までの２年分の保

険料をまとめて４月末に振替
○１年前納…４月から翌年３月までの１年分の保険

料をまとめて４月末に振替

○半年前納…４月から９月までの半年分をまとめて
４月末に振替

　　　　　　１０月から翌年３月までの半年分をま
とめて１０月末に振替

※初めて登録する人は、２月末までのお手続きが必
要です。また、半年前納で１０月からの口座振替
（後期半年前納）を希望する人は８月末日までに
お手続きください。
○早割制度…毎月末日に当月分の保険料を振替（通

常は翌月末の振替）の場合には、月々
の保険料が５０円割引になります。

【お手続き】 
　口座による前納制度や早割制度を希望する人は、
口座振替申出書に必要事項を記入、押印（金融機関
の届出印）のうえ、役場、本渡年金事務所またはご
利用の金融機関窓口へお申し込みください。

　上記の納付方法を利用した時の国民年金保険料割
引額（平成２７年度）は以下のとおりです。

　日本年金機構から、電話やメールでの連絡、お金
やキャッシュカードの要求、ATM操作のお願い―

などすることは一切ありません。
　自分の情報が流出しているのではと不安を感じた
ら、下記まで相談してください。

■問い合わせ先　本渡年金事務所（☎２４－２１１２）

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電

話、光電話からは☎０９６－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に応じます
天草保健所

●交通事故防止に努めましょう
　苓北町では６月末日現在、４件（前月比＋１）の交通
事故（負傷者４人）が発生しています（件数は本年１月
からの累計）。安全運転を心がけ、交通事故防止に努
めましょう。

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成2７年6月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
６月計

件数
 ０件
０件
０件
０件
０件
１件
２件
０件
３件

0円
0円
0円
0円
0円

7,000円
4,800円

0円
11,800円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

温泉プール

麟泉の湯
6日（木）・20日（木）

休館日のお知らせ休館日のお知らせ 8月

毎週水曜日

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者
　浦　　　山下　華花（はな）
　釜　　　坂口　空雅（くうが）
天神木　　福田　悠斗（ゆうと）
下　向　　徐　　浩棋（こうき）
出来町　　松下　貢己（こうき）
五丁目　　阪本　　蘭（らん）
狸河内　　智野ことみ
涼　松　　坂本　　柚（ゆず）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　  　妻　氏　名

二丁目　　山城　祐亮　二丁目　　大野　紗愛

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢
西川内　　田尻　　積　　90歳
木　場　　宮﨑　　進　　78歳
木　場　　田中　保　　　83歳
中　通　　田中慶之助　　89歳
年　柄　　野中長次郎　　88歳
下　向　　福井　フク　　99歳
八　区　　林田アキノ　　96歳
一丁目　　太田新八郎　　82歳
小　松　　松村　シヨ　　96歳
涼　松　　福田　　隆　　64歳

 ●社協寄付（６月受付分）
鶴山　典子さん　河本えりこさん　
山下喜代子さん　田中　文枝さん　
宮﨑智恵子さん　福田みえ子さん　
林田　俊一さん　田中　春江さん　
福井　　力さん　松村　秩雄さん　
野中和嘉子さん　宮﨑　健二さん  
2015年長崎ミニ苓九会さま
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.6.17～Ｈ27.7.15）
石田　孝也さん（兵庫県）熊代三重子さん（兵庫県）
石田　恒美さん（兵庫県）石田　嗣治さん（兵庫県）
品川　光明さん（兵庫県）榎　　千鶴さん（兵庫県）
三浦善四郎さん（神奈川県）中村　陽子さん（兵庫県）
山田　元旦さん（兵庫県）森　　谷雄さん（大阪府）
本田　千利さん（兵庫県）布田　寿子さん（大阪府）
中地　慶子さん（大阪府）田口　厚子さん（大阪府）
川口　義久さん（大阪府）和田　峯子さん（京都府）
山﨑　信親さん（兵庫県）加舎幸七郎さん（京都府）
吉川　英三さん（大阪府）山口　芳郎さん（京都府）
平山　布之さん（神奈川県）佐藤　陽子さん（大阪府）

（敬称略）

剛　司・　舞
秀　作・あゆみ
浩　稔・三恵子
国　棟・佳　梅
忠　相・瑞　穂
元　気・一　美
勝　行・有　花
忠　親・あずみ

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

広報れいほく ２０１５ ７月号広報れいほく ２０１５ ７月号

①国民年金保険料の納付には
　お得な口座振替をご利用ください

②「年金情報流出」を口実にした犯罪に
　注意してください！

（※）２年分の保険料額です

納 付 方 法 保険料額（ひと月） 保険料額（半年） 保険料額（１年分） 割　引　額

定 額 保 険 料

現金（１年前納）

現金（半年前納）

口座（２年前納）

口座（１年前納）

口座（半年前納）

口座（当月引落）

15,590円

―

―

―

―

―

15,540円

93,540円

―

92,780円

―

―

92,480円

―

187,080円

183,760円

―　　

（※）366,840円

183,160円

―　　

―　　

―  　　

3,320円

760円

15,360円

3,920円

1,060円

１月当たり50円

■問い合わせ先　役場税務住民課　担当／田中　☎○内１０６　○町３９－０００２
　　　　　　　　本渡年金事務所（☎２４－２１１２）

（敬称略）


